
得点力 UP を目指すみなさんに 
印西中学校で学ぶ生徒のみなさんの授業に対する取り組みは、本当にすばらしい！ 

みなさんの授業でのその頑張りを、結果として残すために、大切なことは２つです。 

 

（１） 家庭学習を充実させよう 

学校の授業で習ったことを定着させるためには、家庭学習を充実させることが大切です。

車にたとえると、学校の授業と家庭学習は両輪の存在で、どちらか一方が動くだけでは、

前には進みません。 

 学校の授業では、まず理解させることが大前提。授業中、「わからなかったことがわかる

（なるほど）、知らなかったことを知る（へぇーそうなんだ）」と思ったら、それを頭の中に刻

み込む。刻み込む時間は残念ながら授業の中ではあまり取れません。頭の中に刻み込む

ことは家庭学習で行うしかないのです。人と比べないで、自分のペースで、覚えられるまで、

粘り強く、刻み込もう。進めていくうちに、自分なりのやり方が身についてきます。自分にあ

ったやり方だと疲れを感じずにできます。「こうやると疲れない」「こうやるとはかどる」「こう

やると楽しくできる」、自分らしい戦術は大人になっても、仕事で、そのやり方が活き、自分

のスタイルとなって身体に浸透していくのです。 

 

（２）自分で考えながら取り組もう 

 大切なことは何か、いつも、自分の頭で考える習慣を身につけよう。授業中、ノートをとる、

先生の指示だから問題を解く。これは当たり前。考えているか。数学の例題をやっていて、

誰かが答えるのを待っていないか、歴史の授業で、なぜこの事件が起こったのか、と問わ

れて先生が答えを言うのを待っていないか。自分はこう思う、私はこう考える、それを自分

のことばで組み立てて考えられるようにする、そうならなければ、考える力は身につかない。

それが主体的な学習姿勢。車でいえばエンジン、車の心臓部であり、最も重要なパーツな

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

授業 家庭学習 

 自分で考える 


